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芯材を用いた立体表現の研究
─ 紙粘土・紙工作の事例を中心に ─
Studies of Three-Dimensional Representation Using the Core Material











































































































0個 1個 2個 3個 4個 5個 6個 7個 8個 9個
事前
53人
21（39） 4（8） 13（25） 7（13） 5（9） 3（6） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
事後
45人




0個 1個 2個 3個 4個 5個 6個 7個 8個 9個
事前
33人
11（33） 7（21） 13（40） 1（3） 1（3） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
事後
31人
0（0） 7（23） 17（55） 4（13） 1（3） 0（0） 1（3） 0（0） 1（3） 0（0）
他に芯材として思いつく数（粘土のみのクラスＢ）
表２





























































































































































































































































































































































































































トイレットペーパー 紙コップ 紙皿 プリン・ヨーグルト
牛乳パック ペットボトル ヤクルト 電池












トイレットペーパー 24 10 13
紙コップ 12 14 16
紙皿 1 2 5
プリン・ヨーグルト 1 1 13
牛乳パック 1 0 4
ペットボトル 1 1 3
ヤクルト 1 0 8
電池 1 0 0
折り紙 0 7 0
画用紙 0 2 0
新聞紙 0 1 0
ティッシュ 0 1 0
サランラップ芯 0 0 4
その他 0 0 10
合　　　計 42 39 76
― 98 ―
????????????????????
・真鍋一男･宮脇理監修「造形教育辞典」建帛社
・熊谷蓉子「児童の立体表現活動の発達」神戸大学
教育心理学研究　第５巻　第３号
・幼児造形の研究　保育内容「造形表現」萌文書林
・ベーシック造形技法－図画工作・美術の基礎的表
現と鑑賞－
様々な素材や用具に触れる機会を持たせて手
の巧緻性を高める立体表現の活動は、子ども
の創造性と独創性の欲求に応じた対応に繋が
るであろう。
〈引用・参考文献〉
１）ここでいう指導者とは、主に幼稚園・小学校教
諭・保育士と、その免許資格を目指す養成課程の
学生をさす。
２）皆本二三江は「０歳からの絵画制作・造形」文
化書房の中で、粘土を倒れないように積み上げる
という技法を幼児期に育てるために、「足から作れ
ばよい」とは教えずに、失敗を繰り返しながらも、
いかにしたら立つ人間ができるようになるか、「立
つ」ことの再認識をさせる活動を説いている。
３）ブランクーシは「彫刻家は、その木による作品
と同様、この美しく上昇する《柱》は、大地から、
また草のなかから芽生える茎のような印象をあた
えるべきだと望み…中略…堅固に、そして力強く、
自分の足で、不動のものとして立っている」と立
つことや支柱について意識した作家である。ジャ
コメッティ作品からも、幼児期の発達段階（造形）
と関連した根源的なものを足の造りから受け取れ
る。
４）「図工の基本と応用アイディア集　粘土のいろ
いろといかし方」学習研究社, P26
５）土粘土の芯棒では棕櫚縄を使うが、幼児が扱う
紙粘土の場合は、麻紐の方が扱い易い。水に濡ら
す事で一旦麻が伸び、乾くと芯棒（支柱）が引き
締まる。
６）７）粘土を肉付けして量を積み重ねていくモデ
リング（＋の要素）、反対に削り取りながら形態
を整えていくカービング（－の要素）は彫刻の２
大技法である。
８）９）林林男編「表現･幼児造形（理論編）」保育
出版社,P100、P99
